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■通常事業評価シート【R6年度実施事業／魅力創造部文化国際課による自己評価】 （単位：千円）

No. 事業名
総合計画での位置付け

（個別目標）
事業の目的

（誰をどのようにするか）
事業の手段

（今年度の主な活動結果）
事業の目的達成に

近づいたか
今後の
方向性

事業費
（決算見込額）

人件費
（参考値）

コスト
合計

事業の課題 今後の改善ポイント 備考

1 芸術文化普及事業
生涯にわたる能力づくり
が進められ、活かされて
いる

市民の芸術文化活動への参加を促
進するため、文化事業を企画運営
する。

市民による創造・鑑賞活動の創出の機
会と、文化・芸術の普及を促進する事
業を実施した。今年度はインクルーシ
ブコンサート、小学校へのアウトリー
チ事業や40周年事業、杉江能楽堂での
舞踊公演を実施し、事業の拡大を行っ
た。また、第６回目となる岸和田市少
年少女合唱団の欧州公演を支援した。

5：達成した 継続 11,497          6,374       17,871     
各芸術文化普及事業が、より充実す
るための創意工夫を継続。

市展や文化祭など市民参加型事業の
充実や、子どもを対象としたアウト
リーチ先の拡充と継続。事業の周知
のための手法。

2 文化団体支援事業
生涯にわたる能力づくり
が進められ、活かされて
いる

市民による地域文化の創造を促進
するため、文化団体に対し支援を
行う。

地域文化の創造を行う文化団体（２団
体）への助成金交付。

5：達成した 継続 2,410            668          3,078       
文化団体が、自主的かつ活発化する
継続して活動していくための助言・
支援。

補助金交付により、各種事業が効果
的に、適正に行われているか確認を
していく。

3
文化振興計画推進事
業

生涯にわたる能力づくり
が進められ、活かされて
いる

文化活動が活発に行われる環境を
整えるため、文化振興計画の企
画、調整及び進行管理を行う。

第２期にあたる文化振興計画「文化創
造ビジョン・岸和田」を策定した。あ
わせて、第13期文化振興審議会を開催
し、計画に関する審議を行った。

5：達成した 継続 108               4,300       4,408       
文化振興計画に基づく庁内各課が取
り組んでいる事務事業の進捗状況
を、効率的に把握。

コロナ禍を経て、文化活動がどのよ
うに推移していくのか注視してい
く。

4
岸和田市文化振興基
金積立事業

生涯にわたる能力づくり
が進められ、活かされて
いる

文化振興のための事業の資金に充
てるため、岸和田市文化振興基金
を適正に管理する。

ネーミングライツ料や自販機土地貸付
収入等による基金積立の事務を実施。

5：達成した 継続 1,953            363          2,316       

引き続き、文化振興のための事業を
実施する財源に充当し、文化の発展
に寄与するため、適正な執行を行
う。

今後、ソフト事業への充当を含め基
金の活用を検討。

5 文化会館管理事業
生涯にわたる能力づくり
が進められ、活かされて
いる

文化会館の施設機能を保持するた
め、施設を適切に管理する。

展示場のLED化、ホール照明ボーダー
ケーブル交換、館内Wi-Fiなど、館内修
繕を実施。

5：達成した 継続 102,528       8,050       110,578   

館の施設機能を保持するため、適切
に管理するとともに施設機能の把握
と対策。適宜、貸館運営を見直すこ
とにより市民の文化活動に寄与す
る。

課題解決に向け、施設機能の整理・
把握するとともに情報を整理してい
く。

6 自泉会館管理事業
生涯にわたる能力づくり
が進められ、活かされて
いる

自泉会館の施設機能を保持するた
め、施設を適切に管理する。

窓枠修繕業務、トイレ配管修繕業務等
を実施した。

5：達成した 継続 3,658            1,031       4,689       

館の施設機能を保持するため、適切
に管理するとともに施設機能の把握
と対策。のちの保存管理計画の予備
調査の基となるため、着手に向けた
準備。

課題解決に向け、施設機能の整理・
把握など情報を整理していく。

7
自泉会館指定管理事
業

生涯にわたる能力づくり
が進められ、活かされて
いる

自泉会館の施設を円滑に運営管理
するため、指定管理者の指導及び
監督を適切に行う。

指定管理制度による事務一連。指定管
理料の執行や、モニタリングの実施の
ほか、指定管理者と日常的に連絡や面
談を行い、指導等を行った。

5：達成した 継続 12,500          2,179       14,679     

指定管理者による館の管理運営が活
発に適切に行われているか進捗状況
を把握。あわせて指定管理者に対す
る助言・支援。

指定管理者との連携を深め、ともに
文化振興を推進するとともに、指導
する立場からの職員の質の向上。

8
浪切ホール及び旧港
地区立体駐車場指定
管理事業

生涯にわたる能力づくり
が進められ、活かされて
いる

浪切ホール及び立体駐車場の施設
を円滑に運営管理するため、指定
管理者の指導及び監督を適切に行
う。

指定管理制度による事務一連。指定管
理料の執行や、モニタリングの実施の
ほか、指定管理者と日常的に連絡や面
談を行い、指導等を行った。

5：達成した 継続 268,657       2,179       270,836   

指定管理者による館の管理運営が活
発に適切に行われているか進捗状況
を把握。あわせて指定管理者に対す
る助言・支援。

指定管理者との連携を深め、ともに
文化振興を推進するとともに、一方
で指導する立場から職員の質の向
上。

9
文化会館等使用料還
付事業

生涯にわたる能力づくり
が進められ、活かされて
いる

利用者負担の軽減を図るため、施
設利用を取り消した者に使用料を
還付する。

文化会館及び自泉会館の既納使用料の
還付手続きを実施した。

5：達成した 継続 34                 152          186          
引き続き、適正な事務の執行を行
う。

ー

10 浪切ホール管理事業
生涯にわたる能力づくり
が進められ、活かされて
いる

浪切ホールの施設機能を保持する
ため、施設を適切に管理する。

老朽化している館内の事務室系統等の
空調修繕、大ホール中割幕修繕、外壁
タイル落下防止作業等を実施。

5：達成した 継続 77,544          1,453       78,997     
館の施設機能を保持するため、適切
に管理するとともに施設機能の把握
と対策。

課題解決に向け、施設機能の整理・
把握する情報を整理していく。

11 国際化推進事業

平和で、多様な価値観が
尊重され、他者への理解
が促進し、自分らしく生
活できる環境が整ってい
る

市内に在住する外国人との共生を
図るため、地域の国際化を推進す
る。

岸和田市国際親善協会が取り組む日本
語サロンの支援を実施。

5：達成した 継続 - 305          305          
国際親善協会が取り組む多文化共生
事業への支援。

特に、日本語サロンや指導者養成講
座の開催など、多文化共生の推進に
注視していく。
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12 国際交流事業

平和で、多様な価値観が
尊重され、他者への理解
が促進し、自分らしく生
活できる環境が整ってい
る

市民の国際性のかん養を図るた
め、姉妹・友好都市との交流を深
める。

姉妹都市米国サウスサンフランシスコ
市へ青少年受入、韓国永登浦区文化視
察団派遣、仏ラ・ロシェル市音楽交流
事業派遣等５事業を実施。いずれも各
所の視察をはじめ、市民や関係者と交
流を深めた。

5：達成した 継続 6,678            7,335       14,013     

コロナ緩和に伴い、交流事業の再開
に向け、相手都市や関係各所等との
調整。派遣した人材の活用を検討す
る。

各都市との連絡を密にし、よりよい
事業の実施に努める。

13
国際交流団体支援事
業

平和で、多様な価値観が
尊重され、他者への理解
が促進し、自分らしく生
活できる環境が整ってい
る

民間レベルでの国際交流を促進す
るため、国際交流団体に対し支援
を行う。

岸和田市国際親善協会に対し、補助金
交付事務を実施した。

5：達成した 継続 3,041            305          3,346       
国際交流団体の自主性を促しつつ、
活動が円滑に継続していくための支
援。

補助金交付により、各種事業が効果
的に、適正に行われているか確認を
していく。

14
文化国際課管理事務
事業

持続可能で信頼される行
政になっている

課内・部内の円滑な運営を遂行す
るため、庶務全般を効率的に行
う。

課内事務全般の事務を行った。 5：達成した 継続 - 12,724     12,724     
課内の情報共有を図り、事務の効率
化を進めるための案件を整理すると
ともに手法の検討。

課内事務全般にわたり、円滑で効果
的な手法の検討。
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